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本誌の2014年 4月号からの1年間の誌代は11,190 円＋税
です。（増刊号2冊を含みます）振替口座00140-4-768848

●初めのうちはケンカばかりしていたというあ
る学級は、残りの日々をどんなふうに過ごそう
かと話し合っているうちに、ちっともまじめに
考えてくれない男子に女子が腹を立て、男子対
女子の大ゲンカが勃発。結局、毎日小競り合い
の連続でしたが、最後の日、「ああ楽しかった。
さびしいのはいやだから」と、やんちゃ坊主が
ポツリ。それぞれのカタチですね。
●教師の残業時間の長さはさまざまな調査で明
らかになっていますが、数字に出てこない仕事
量も多大です。いわゆる感情労働（身体や頭脳
だけでなく、感情への負荷が大きくかかる仕事）
の割合が大きいのも、教師という職業の特徴で
す。それこそが教師の醍醐味！とも言えますが、
ストレスとなることもあります。特集２で紹介
されている工夫で、少しでも「忙しさ」が軽減
されますように……。 

さまざまに環境が変わりやすい年度替わ
りは、ピンチとチャンスを天秤にかける
毎日でしょう。うまくいったケースに学
びます。

どの学校も、さまざまな支援組織やシス
テムを工夫して、子どもたちとのかかわ
りを深めています。新年度に向けての校
内体制づくりに参考となる実践を紹介。
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